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   Statistical studies on 1,893 outpatients, 538 inpatients and 554 operative procedures at our depart-

ment in 1984 revealed the following. 

   The most frequent diseases among the outpatients were urogenital infections followed by anomalies, 

tumors and stones. The major diseases among the inpatients were hypospadias, vesicoureteral reflux, 

benign prostatic hypertrophy, bladder tumor and congenital urethral stenosis. A total of 554 operations 

were performed on 534 patients, and five major operations were hypospadias repair (68), ureterocy-

stoneostomy (57), optic internal urethrotomy (50), TUR-P (42) and TUR-Bt (33).
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緒 言

1973年兵庫医科大学開設以来,当 教室では一般泌尿

器科に加え,小 児泌尿器科を主題のひとつとして臨床

診療および研究を続げている.1982年,1983年 の臨床

統計竃2)にひきつづき,1984年 度の外来患者,入 院患

者および手術にっいて臨床統計を行なったので報告す

る.

外来患者統計

1984年 の 外 来 新患 患者 数 は1,893名 で あ り,昨 年 度

とほ とん ど 変 りなか った.性 別 では 男 子1,188名,女

子705名 で あ り,男 女比 は1.7'1で あ る.年 齢 分 布 は

Table1に 示 す ご と く,14以 下 の 小 児患 者 は488名

と25.8%を しめた.疾 患 別 では 感 染 症561名(29.6%)

先 天 性 異 常296名(15.6%),腫 瘍205名(10。8%),結 石

185名(9.8%),外 傷14名(0.7%)の 順 に 多 く,そ の
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ほかの疾患は632名(33.4%)で あ った.尿 路性器感

染症(Table2)で は膀胱炎,前 立腺炎,尿 道炎,腎

孟腎炎,副 睾丸炎,亀 頭包皮炎の順に多かった,腎 結

核を2名 み とめた.尿 路性器先 天性異常(Table3)

ではVUR,停 留睾丸,包 茎,尿 道下裂の順に多かっ

た.尿 路性器腫瘍(Table4)で は,前 立腺肥大症,

膀 胱腫瘍,尿 道カルンケル,腎 腫揚の順に多かった.

尿路結石(Table5)で は尿管結石が最も多 く,つ い

で腎結石であり上部尿路結石が94%を しめた.尿 路性

Table3.尿 路性器先天性異常(外 来)

疾 患 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

Table1.外 来患者(新 患)年 齢分布

交叉性融合性腎偏位

腎 杯 憩 室

嚢 胞 腎

多 嚢 腎
VUR

尿 管 瘤

年齢(歳) 男 女 計

0^-4

5^'9

10^-14

15^-19

20^-29

30^-39

40^49

50^59

60～69

70^-79

80^-89

90～99

is2

106

61

30

93

138

169

136

iai

115

25

2

52

52

25

21

94

91

105

114

85

53

13

0

244

158

86

51

1a7

229

274

250

zos

is8

38

z

異所開 口尿管

腎孟尿管移行部狭窄

尿管膀胱移行部狭窄

後 部 尿 道 弁

前 部 尿 道 弁

尿道リソグ狭窄

遠位部尿道狭窄

重 複 尿 道

停 留 睾 丸
Prader-Wil1三症候群

包 茎

尿 道 下 裂

女 性 半 陰 陽

陰 唇 癒 合

Ooi

100

00i

102

24129

307

003

728

101

300

100

800

00i

ioO

5740

ioO

46140

3930

002

00z

0

0

3

0

9

1

0

4

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

0

i

i

4

3'

63

11

3

21

2

3

歪

8

6

i

61

1

60

42

z

2

計

計 1188 705 1893

193245722296

Table4.尿 路性器腫瘍(外 来)

Table2.尿 路性器感染症(外 来)

疾 患 名
男 女

疾 患 名
男 女

計 小児 成人 小児 成人
計

小児 成人 小児 成人

腎 結 核

腎 周 囲 膿 瘍

腎 孟 腎 炎

膀 胱 炎

尿 道 炎

前 立 腺 炎

亀 頭 包 皮 炎

副 睾 丸 炎

睾 丸 炎

陰茎海綿体炎

Fournier'sgangrene

ス キ ー ン氏 腺 膿 瘍

O

i

3

11

3

0

30

2

1

1

0

0

1

1

9

13

72

85

s

37

0

0

i

O

0

0

9

15

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

34

224

0

0

0

0

0

0

0

1

2

2

55

263

75

85

36

39

i

l

i

1

後 腹 膜 腫 瘍

腎 腫 瘍

腎 孟 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍

前 立 腺 癌

前 立 腺 肉 腫

前立腺肥大症

陰 茎 癌

尖圭コンジRム

睾 丸 腫 瘍

副 皐 丸 腫 瘍

尿道カルンケル

尿道ポ リープ

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

8

3

24

6

0

117

1

i

6

i

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

ii

O

O

O

O

O

O

O

22

0

1

10

3

35

6

1

117

1

1

6

i

zz

1

計 5222524260561 計 2168 035205
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Table5.尿 路 結 石(外 来) Table7.そ のほ か の 疾 患(外 来)
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疾 患 名
男 女

計 疾 患 名
男 女

小児 成人 小児 成人 小児 成人 小児 成人
計

腎 結 石

腎 尿 管 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

前 立 腺 結 石

13701755

080311

176031108

000z2

09009

計 2130053185

Table6。 尿 路 性 器 外 傷(外 来)

疾 患 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

腎 外 傷

尿 道 外 傷

睾 丸 外 傷

陰 茎 外 傷

陰 唇 外 傷

0

0

1

1

0

4

5

0

z

O

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

壬

5

i

3

1

計 2111014

器外 傷(Table6)に は14例 の み で あ った.そ のほ か

の疾 患(Table7)で は,神 経 因性 膀 胱70名(3.7%),

夜尿 症61名(3.2%),原 因 不 明 の血 尿51名(2.7%)

が多 い疾 患 で あ った.

入院患 者統計

入院患者数は538名 であり,再 入院を含めた延べ入

院患者数では575名 であった.性 別では男子396名,女

子142名 と男女比は28:iで あ り,外 来患者 より男女

比は高い(Table8).年 齢別では14以 下の小児患者

が265名 と約半数をしめた.

以下に各疾患を臓器別にわけ,Tableに 示すが,

入院患者については複数の病名をもつものはそのおの

おのを数えたので延べ疾病名数となる.

1.腎 疾患(Table9)

慢性腎不全21名(18.9%),腎 結石17名(15.3%),

腎孟尿管移行部狭窄17名(15.3%),腎 細胞癌ll名

(9.9%)が 多かった.ウ イルムス腫瘍の1名 は術 後

の化学療法のため再入院した患老である.慢 性腎不全

患者は腎移植術および副甲状腺全摘除術を うけたもの

である.

2.尿 管疾患(Table10)

VUR73名(59.8%)が 尿管疾患の過半数をしめ,

夜 尿 症

神経因性膀胱

神 経 性 頻 尿

腹圧性尿失禁

特発性腎出血

原因不明の血尿

糸 球 体 腎 炎
蛋 白 尿

遊 走 腎

腎 性 高 血 圧

腎 嚢 胞

腎孟外尿温流

男 性 不 妊

インポテンツ

睾丸機能不全

持続性勃起症

血 精 液 症

陰 嚢 水 瘤

陰 嚢 血 腫

精 液 瘤

精 索 静 脈 瘤

睾 丸 回 転 症

尿 管 狭 窄

膀胱頸部狭窄

尿 道 狭 窄

尿 道 憩 室

膀 胱 憩 室

尿 道 脱

膀 胱 異 物

外尿道 口嚢胞

傍 尿 道 嚢 胞

膀 胱 膣 痕

膀 胱 回 腸 棲

鎖 肛 術 後

原発性副甲状腺
機能充進症

慢 性 腎 不 全

泌尿器科的正常

41

0

3

0

0

4

z

i

O

O

O

O

O

O

3

0

0

23

1

0

i

5

0

0

1

0

1

0

0

3

0

0

0

5

0

1

43

5

0

19

12

4

z

2

2

5

1

is

5

0

i

7

7

0

2

7

0

5

32

18

0

2

0

1

0

0

0

i

O

2

024

1738

17

5

1

0

0

フ

6

z

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

z

O

O

O

O

2

0

0

1

0

0

1

0

2

22

8

z

14

28

9

z

11

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14

0

0

1

4

2

1

0

i

2

0

0

1

61

70

17

a

33

51

21

7

13

a

Il

i

I8

5

3

1

7

30

1

2

8

5

ai

32

19

1

7

4

0

3

z

2

1

s

3

31239

463122

計 11126651204632

つ ぎが 尿管 結 石15名(12.3%)で あ っ た.比 較 的 まれ

とされ る尿 管瘤 を12例,異 所 開 口 尿 管 を6例 経 験 し

た.

3.膀 胱疾 患(TablelI)

膀 胱X34名(49.3%),膀 胱 頸 部 狭 窄Il名(15.9
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Table8.入 院 患 者 年 齢 分 布
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Table10. 尿管疾患(入 院)

年齢(歳) 男 女 計
疾 患 名

男 女

0^-4

5～9

10^-14

14^-19

20^-29

30^39

40^-49

50^59

・1・`

70^-79

80～89

95

64

34

18

14

5

31

33

42

48

11

24

34

13

2

11

5

15

14

12

9

3

120

98

47

20

25

10

46

47

54

57

14

小児 成人 小児 成人
計

尿 管 腫 瘍

尿 管 結 石

尿 管 狭 窄
VUR

尿 管 瘤

異所開A尿 管

巨 大 尿 管

尿 管 膣 痩

0200

0906

0217

320374

4071

2040

2010

000i

z

15

]0

73

12

s

3

1

計 40135019122

計 396 142 538

Table11.膀 胱 疾 患(入 院)

Table9.腎 疾 患(入 院)

男 疾 患 名
男 女

疾 患 名
女

小児 成人 小児 成人
計 小児 成人 小児 成人

計

腎 細 胞 癌

腎血管筋脂肪腫

ウイルムス腫瘍

腎 孟 腫 瘍

腎 結 石

腎 嚢 胞

急性腎孟腎炎

腎 結 核

腎 出 血

腎孟尿管移行部狭窄

嚢 胞 腎

多 嚢 腎

馬 蹄 腎

交叉性融合性腎偏位

腎 杯 憩 室

腎孟外尿温流

慢 性 腎 不 全

腎 提 供 者

0

0

1

0

0

0

1

0

1

6

0

1

0

0

0

0

2

0

9

0

0

4

8

2

2

z

2

1

0

0

i

O

2

1

6

i

0

0

0

0

0

0

1

0

n

8

1

2

1

i

O

O

4

0

3

i

O

1

9

0

6

2

4

2

2

0

0

0

0

0

9

4

ii

i

i

5

17

2

10

2

7

17

3

3

2

i

2

i

21

5

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 結 石

膀 胱 憩 室

神経因性膀胱

膀胱頸部狭窄

膀 胱 炎

膀 胱 膣 疲

oZs

O3

41

22

0ii

20

00

os

oz

OO

32

00

00

12

34

5

5

9

11

z

3

計 843 4140"9

Tableiz.尿 道 疾 患(入 院)

疾 患 名
男 女

小児 成人 小児 成人

計

計

12401841111

%),神 経 因性膀胱9名(13.0%)が 多かった.小 児

の膀胱憩室のうち1名 は尿膜管性膀胱憩室であった.

4.尿 道疾患(Table12)

男子 の先天性球部尿道 リング状狭窄32名(35.2%),

女子 の遠位部尿道狭窄22名(24.2%),後 天性尿道 狭

X19名(20.s%),後 部尿道弁7名(7.7%)が 多かっ

た.小 児泌尿器科において,尿 道 リング狭窄,遠 位部

尿道リング狭窄

遠位部尿道狭窄

後 部 尿 道 弁

前 部 尿 道 弁

後天性尿道狭窄

尿 道 憩 室

尿 道 外 傷

尿 道 脱

傍 尿 道 嚢 胞

尿 道 皮 膚 痕

ao

O

7

1

9

1

0

0

0

2

12

0

0

0

10

0

2

0

0

0

0

21

0

0

0

0

0

1

0

0

O

i

O

O

O

1

0

z

1

0

32

22

7

1

19

z

2

3

i

2

計 402422591
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Table13.前 立 腺 疾 患(入 院)
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疾 愚 名
男

小児 成人
計

前立腺肥大症

前 立 腺 癌

前立腺横紋筋肉腫

前 立 腺 結 石

急性前立腺炎

0

0

i

O

O

49

9

0

1

3

49

9

i

1

3

計 1 62 63

Table14.陰 茎 ・陰 嚢 疾 患(入 院)

疾 患 名
男

小児 成人
計

尿道狭窄および後部尿道弁は重要な下部尿路通過障害

である.

5.前 立腺疾患(Table13)

前立腺肥大症が49名(77.8%)と ほ とんどであった

が,前 立腺癌は9例 経験 した.

6.陰 茎 ・陰嚢疾患(Table14)

尿道下裂68名(44.7%),停 留睾丸27名(17.8%),

陰嚢水瘤10名(6.6%)が 多かった.持 続 性勃起症 の

1例 は白血病に原因したものであった.

7.そ のほかの疾患(Table15)

二 次性副甲状腺機能充進症の6名 は,慢 性腎不全の

ため血液透析中の患者で,副 甲状腺亜全摘除術のため

入院した.鎖 肛術後の10名 は鎖肛に合併した泌尿器疾

患の診断,治 療のため紹介され入院した患者である.

尿 道 下 裂

嵌 頓 包 茎

完 全 包 茎

包茎術後癩痕

亀 頭 包 皮 炎

陰茎海綿体炎

持続性勃起症

陰茎前位陰嚢

睾 丸 腫 瘍

停 留 睾 丸

睾丸機能不全

陰 嚢 水 瘤

精 索 静 脈 瘤

睾 丸 回 転 症

副 睾 丸 炎

精 液 瘤

陰 嚢 内 血 腫

64

0

8

1

0

i

O

3

0

1

3

6

2

5

i

O

1

4

1

0

0

1

0

1

0

8

zs

i

4

a

O

5

3

0

68

i

S

1

1

1

1

3

3

27

4

10

4

5

6

3

1

手 術 統 計

534症例 に延べ554回 の手術を行なった。このなかに

は外来で行なった小手術は含まれ ていない.554回 の

うち298回(53.8%)は 小児患者に対する手術 であっ

た.尿 道下裂修正手術(索 切除術,尿 道形成術,外 尿

道口形成術)68回,尿 管膀胱新吻合術57回,直 視下内

尿道切開術50回,TUR・P42回,TUR-b.t.33回 が

主な手術であった.

以下,臓 器別に手術名を示す.

1.腎 の手術(Table16)

83回 中,腎 摘除術17回,腎 孟形成術16回,腎 移植術

12回が多かった.腎 移植術12回 のうち生体腎移植5

Q,死 体腎移植7回 であった.

計 96 56 152

Table15.そ の ほか の疾 患(入 院)

疾 患 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

男 性 半 陰 陽

女 性 半 陰 陽

男 子 小 子 宮

泌尿生殖洞奇形

原発性副甲状腺
機能充進症

二次性副甲状腺
機能充進症

鎖 肛 術 後

乳 康 尿

4

0

2

0

0

0

8

0

0

0

0

0

a

3

0

0

0

6

0

2

0

0

z

O

0

0

0

0

1

3

4

6

2

z

3

9

oio

11

計 14 510534

2.尿 管の手術(Table17)

92回 中,尿 管膀 胱新吻合術57回,尿 管皮膚痕術10

回,尿 管瘤摘除術8回,回 腸導管造設術6回 が多かっ

た.尿 管膀胱新吻合術は主にVURに 対 して施行さ

れた.

3.膀 胱 の手術(Table18)

70回 の うち,TUR-U.t.33回,TUR-b.n.13回,

膀胱全摘除術8回 であった,

4.尿 道 の手術(Table19)

先天性および後天性尿道狭窄に対する直視下内尿道

切開術が50回 と最も多かった.女 子遠位部尿道狭窄に

対する外尿道 口形成術は16回 施行した.尿 道弁に対す

るTURは8回 施行した.

5.前 立腺の手術(Table20)

前立腺に対する手術のほとんどはTUR-Pで あ り,

恥骨後前立腺摘除術は5回 であった.

6.陰 嚢 ・陰嚢内容の手術(Table21)

睾丸固定術28回 と最も多かったが,こ れは停留睾丸
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Table16.腎 の 手 術 Table19.尿 道 の手 術

術 名
男 女

計 術 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

小児 成人 小児 成人

腎 切 石 術

腎 痩 術

腎 孟 切 石 術

腎部分切除術

腎 摘 除 術

半 腎 摘 除 術

腎尿管摘除術

腎 孟 形 成 術

開放性腎生検

自家腎移植術

腎 移 植 術

提供腎摘除術

03

10

0s

oi

210

zo

O6

51

ii

oi

O5

0i

O

i

O

O

2

1

3

8

1

0

2

0

25

0a

zs

12

317

03

03

216

03

0i

512

45

外尿道口形成術

直視下内尿道切開術

内尿 道切開 術

TUR-valve

TU-sphincterotomy

TUR一 尿道ポ リープ

尿 道脱 摘除術

傍尿道嚢胞摘除術

尿道憩室摘除術

尿 道 形 成 術

尿道破裂整復術

尿道 痩 閉鎖術

0016

31190

300

800

0io

100

00z

OOO

OOO

100

0io

100

0

0

0

0

0

0

1

1

1

0

0

0

is

50

3

8

1

i

3

i

i

i

i

I

計 1135181983 計 452118 387

Table17.尿 管 の 手術

術 名
男 女

計
小児 成人 小児 成人

Table20.前 立 腺 の手 術

尿 管 切 石 術

尿管皮膚痩術

尿管膀胱新吻合術

尿管尿管吻合術

尿管瘤摘除術
リング尿管皮膚痕術

リング尿管皮膚痩
閉鎖術

回腸導管造設術

回結腸導管造設術

結腸導管造設術

0

0

25

0

3

0

3

0

1

1

3

3

1

0

0

0

0

4

0

0

0

0

27

2

5

i

0

0

0

0

03

710

457

02

0s

oi

術 名
男

小児 成人
計

TUR-P

恥骨 後前立腺摘除術

0

0

42

5

42

5

0 3
計 0 47 47

26

0i

oi

計 3311351392
Table21.陰 嚢 ・陰 嚢 内 容 の手 術

Table18.膀 胱 の 手術
術 名

男

小児 成人
計

術 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

TUR-b.t.

TU-biopsy

TUR-b.n.

TUR一 尿 管 瘤

膀 胱 全摘 除術

膀胱部分切除術

膀 胱 砕 石 術

膀胱憩室摘除術

膀胱膣繧閉鎖術

0

0

0

0

1

0

0

3

0

26

3

13

0

5

0

3

i

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

733

25

013

11

z8

11

14

04

11

陰嚢水瘤摘除術

精索静脈高位結紮術

除 睾術(一 側)

除 睾術(両 側)

睾 丸 固 定 術

睾丸回転症整復術

精液瘤摘除術

副 睾丸摘除術

陰嚢内血腫除去術

睾丸自家移植術

陰 嚢 形 成 術

6

z

5

0

27

3

0

0

i

1

3

4

2

9

3

i

O

3

i

O

O

O

10

4

14

3

2$

3

3

1

i

i

3

計 451 01570 計 48 23 フ1



Table22.陰 茎 の手 術

生駒 。ほか:泌 尿器科 ・臨床銃計 1495

術 名
男

小児乙 成人
計

索 切 除術(尿 道 下 裂)33

尿道 形成 術(尿 道 下 裂)26

外 尿 道 口形 成 術.(尿 道 下 裂)5

包皮 背 面切 開 術8

陰茎 皮膚 形 成 術1

Caverno-spongiosumshuntO

Caverno-91andularshuntO

1

i

2

i

O

i

1

34

27

7

9

1

1

i

8.そ のほかの手術(Tab】e23)

女子外陰部形成術を8回 施行した.二 次性副甲状腺

機能充進症に対する副甲状腺亜全摘除術を6回,原 発

性副甲状腺機能充進症に対する副甲状腺腺腫摘除術を

3回 施行した.

結

計 73 780

Table23.そ の ほか の手 術

語

術 名
男 女

小児 成人 小児 成人
計

副甲状腺亜全摘除術

副甲状腺腺腫摘除術

後腹膜 リンパ節廓清術

女子外陰部形成術

男子膣摘除術

男子小子宮摘除術
・子宮卵管摘除術

試 験 開 腹 術

0

0

0

0

i

z

1

0

3

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

8

0

0

0

1

3

1

0

0

0

0

0

0

6

3

2

8

1

2

1

1

兵庫医科大学泌尿器科における1984年 度の外来 ・入

院患者と手術に関する統計を行ない,次 の結 果を得

た.

1)外 来 新患患老数は1,893名 で,男 子が1,188名,

女子が705名 であった.主 な疾患は尿路感染症であ り,

それについで先天性異常,腫 瘍,結 石であった,

2)入 院患老数は538名 であり,男 子が396名,女 子

142名であった.小 児患者が265名 と約半数 をしめた.

主 な疾患は,尿 道下裂,VUR.,前 立腺肥大症,膀 胱

腫瘍,先 天性尿道狭窄であった,

3)手 術は534症 例に延べ554回 施行した.小 児泌尿

器科手術が298回 と54%を しめた.主 な手術は尿道下

裂修正手術,尿 管膀胱新吻合術,直 視下内尿道切開,

TUR-P,TUR-b.t.で あ った.

文 献

計 479424

に対するもののほかに睾丸回転症に対する反対側の予

防的睾丸固定術 も含んでいる.除 睾術を17回,陰 嚢水

瘤根治術を10回 施行した.睾 丸自家移植後は腹腔内停

留睾丸に対 してマイクロサージャソーにより施行され

た.

7.陰 茎の手術(Table22)

尿道下裂に対する手術が最も多く,索 切除術34回,

尿道形成術27回,外 尿道口形成術7回 であった.持 続

性勃起症の1例 に対してcaverno-glandularshunt

を施 したが有効でなかったので同 じ症例に対してca-

verno-spongiosumshuntカ ミ施行された.

1)生 駒文彦 ・森 義則 ・島田憲次 ・岡本新司 ・川 口

理作 ・木野田茂 ・大西洋子 ・仲地研吾 ・田口恵造

・西崎伸也 ・藤末 洋 ・松井孝之 。黒田治朗 ・鹿

子木基二 ・兵庫医科大学泌尿器科学教室における

1982年 の臨床統計.泌 尿紀要29:1127^1132,

1983

2)生 駒文彦 ・森 義則 ・有馬正明 ・黒田治朗 。島田

憲次 ・島 博基 ・井原英有 。鹿子木基二 ・岡本新

司 ・藪元秀典 ・河東鈴春 ・大西洋子 ・木野田茂 ・

西崎伸也 ・仲地研吾 ・細川尚三 ・荻野敏弘 ・松井

孝之 ・田口恵造 ・藤末 洋 ・土井康裕:兵 庫医科

大学泌尿器科学教室における1983年 の臨床統計.
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(1985年11月1日 受付)


